
◆特集 放っておけない低賃金 
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低
位
で
均
等
を
欠
く
賃
金 

「
賃
金
は
労
働
力
の
再
生
産
費
で
あ
る
」
と
い
う
命
題
が
生

活
給
と
し
て
一
定
反
映
さ
れ
た
年
功
型
賃
金
制
度
は
、
公
務
員
制

度
で
は
現
在
も
あ
る
程
度
維
持
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の

枠
か
ら
外
れ
て
生
活
給
と
程
遠
い
「
低
位
で
均
等
を
欠
く
賃
金
」

を
強
い
ら
れ
て
き
た
の
が
非
正
規
公
務
員
で
あ
る
。 

こ
こ
で
は
、
あ
る
自
治
体
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
、

制
度
化
前
後
で
の
賃
金
決
定
の
変
化
を
み
る
た
め
フ
ル
タ
イ
ム
臨

時
職
員
で
あ
っ
た
一
般
事
務
補
助
職
を
取
り
上
げ
る
。 

 

実
際
は
常
勤
の
職
務
を
担
う 

こ
の
職
は
、
公
務
労
働
で
建
前
上
「
補
助
的
な
職
務
」
を
担

う
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
欠
員
代
替
な
ど
に
よ
っ
て
常
勤
職

が
担
う
一
連
の
事
務
処
理
の
一
部
を
職
務
と
し
て
い
る
。
そ
し
て

賃
金
は
、
常
勤
の
国
公
賃
金
表
（
行
）
一
表
の
な
か
で
、
最
低
賃

金
、
同
職
種
の
民
間
賃
金
相
場
、
労
働
力
の
需
給
関
係
を
加
味
し 

      て
、
高
卒
常
勤
職
の
初
任
の
賃
金
表
で
あ
る
１
級
に
格
付
け
ら
れ 

て
い
る
。 

 

 

総
賃
金
の
抑
制
策
も
み
ら
れ
る 

一
般
的
に
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
賃
金
に
関
し
て
は
、
一
定

の
勤
続
年
数
を
反
映
し
た
格
付
け
（
前
歴
年
数
５
年
間
分
最
大

20
号
俸
上
限
と
す
る
）
と
一
時
金
（
当
初
は
期
末
手
当
の
み
２

０
２
４
年
度
か
ら
勤
勉
手
当
も
）
の
支
給
が
改
善
で
あ
る
と
言
わ

れ
る
。
し
か
し
、
個
別
自
治
体
で
の
総
賃
金
の
抑
制
策
も
み
ら
れ

る
。
そ
こ
で
、
こ
の
自
治
体
で
の
移
行
時
に
お
け
る
賃
金
決
定
で

の
改
善
面
と
改
悪
面
を
み
て
み
よ
う
。 

 

職
を
軽
視
す
る
賃
下
げ
手
段 

改
善
面
は
先
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
方
改
悪
面
は
、
ま
ず
、
初

任
の
賃
金
格
付
け
が
１
級
９
号
（
15
万
４
９
０
０
円
）
か
ら
５

号
（
15
万
０
６
０
０
円
）
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
勤
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務
時
間
が
フ
ル
タ
イ
ム
７
時
間
45
分
か
ら
１
時
間
短
縮
さ
れ
て

約
13
％
の
賃
下
げ
と
な
っ
た
。
新
た
に
前
歴
年
数
を
加
味
す
る

こ
と
で
同
一
人
の
賃
金
格
付
け
は
下
が
ら
な
い
が
初
任
者
の
基
本

賃
金
は
下
が
る
。
ま
た
、
仮
に
職
務
分
担
が
変
わ
ら
な
い
と
し
た

ら
勤
務
時
間
短
縮
で
労
働
密
度
が
高
ま
る
と
同
時
に
月
例
賃
金
ベ

ー
ス
が
下
が
る
。
結
果
的
に
、
改
善
面
と
改
悪
面
の
効
果
が
相
殺

さ
れ
て
個
々
人
の
年
収
賃
金
総
額
は
制
度
移
行
に
よ
っ
て
も
下
が

ら
な
い
設
計
で
は
あ
る
が
、
相
変
わ
ら
ず
低
位
で
均
等
を
欠
く
賃

金
水
準
に
固
定
さ
れ
て
い
る
。 

  

キ
ャ
リ
ア
が
評
価
さ
れ
な
い
雇
用
シ
ス
テ
ム 

こ
こ
で
課
題
を
指
摘
す
る
。
濱
口
桂
一
郎
：
労
働
政
策
研

究
・
研
修
機
構
労
働
政
策
研
究
所
長
は
、
雇
用
シ
ス
テ
ム
論
の
基

礎
と
し
て
ジ
ョ
ブ
型
と
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
を
提
示
し
こ
れ
を
雇

用
契
約
・
賃
金
制
度
・
労
使
関
係
に
お
い
て
分
析
し
て
い
る
。
こ

の
枠
組
み
を
一
般
事
務
補
助
職
に
当
て
は
め
る
と
、
雇
用
契
約
で

は
曖
昧
な
補
助
的
職
務
限
定
の
ジ
ョ
ブ
型
で
、
賃
金
制
度
で
は
新

卒
労
働
者
を
基
準
と
し
た
低
位
水
準
の
ジ
ョ
ブ
型
で
、
労
使
関
係

で
は
大
部
分
が
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
か
ら
包
摂
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
特
徴
が
見
え
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
位
置
づ
け
を
も
た
ら
す

主
要
な
要
因
が
不
安
定
な
有
期
雇
用
に
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
ろ

う
。 

職
の
確
立
主
張
と
組
織
化
を 

 

こ
れ
ら
か
ら
、
公
務
労
働
で
の
「
補
助
的
」
職
員
の
職
と
賃
金

の
あ
り
方
も
今
日
的
課
題
と
な
り
得
る
。
そ
れ
は
、
「
補
助
的
な

職
務
」
に
よ
り
、
常
勤
職
と
の
職
務
分
担
い
か
ん
で
は
労
働
時
間

が
弾
力
的
に
短
く
設
定
さ
れ
る
恣
意
的
な
ジ
ョ
ブ
型
労
働
の
問
題

で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
賃
金
は
限
定
的
な
前
歴
年
数
の
加
味
や
一

時
金
の
制
度
化
が
あ
る
も
の
の
低
位
固
定
で
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型

処
遇
に
は
程
遠
い
。
何
よ
り
も
い
か
に
事
務
的
な
経
験
と
ス
キ
ル

が
あ
っ
て
も
新
卒
労
働
者
と
同
等
の
賃
金
格
付
け
（
ほ
ぼ
最
賃
水

準
）
で
あ
る
こ
と
が
職
と
生
活
給
の
軽
視
と
な
り
、
当
事
者
の
尊

厳
を
傷
つ
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

そ
こ
で
、
職
場
で
の
「
補
助
的
な
職
務
」
が
曖
昧
で
あ
る
と

し
て
も
、
当
事
者
は
「
事
務
的
多
能
工
」
と
し
て
経
験
と
ス
キ
ル

に
応
じ
た
起
点
と
な
る
賃
金
格
付
け
を
要
求
し
、
最
賃
に
限
り
な

く
近
い
賃
金
水
準
の
底
上
げ
を
目
指
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
自
治
体
労
働
組
合
は
一
般
事
務
補
助
職
を
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
と

し
て
組
織
化
し
、
職
の
位
置
づ
け
の
明
確
化
と
そ
れ
に
相
応
し
い

賃
金
改
善
の
論
理
を
組
み
立
て
る
必
要
が
あ
る
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
は
ま
ぐ
ち 

ま
さ
ゆ
き
） 

 


